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本論文は延辺朝鮮族自治州(以下、延辺〉を中心に、軽鮮族教育の現状と問題点を考察し、

問題解決の方向性を見いだしていこっとするものである。中国朝鮮族(以下、朝鮮族)は東北

三者〈吉林省、遼寧省、黒龍江省)を主な居在地としている。政府に認定されている誌の少数民

族の中でも早くから学校教育の普及が進み、教育熱の高い民族として知られてきたG また、中

華人民共和国(以下、中国)建国後は整風運動や文化大革命の時期を除くと、様々な陪題点iま

あるものの民族自治が保障され、朝鮮族学校を中心に輯鮮語による民族教育が展開されてきた。

中国の少数民族としての朝鮮族の特徴を述べるとすれば、以下の 3点に集約される。 1つ巨

は、人口に占める大卒者の割合が漢族よりも高く、非常に教育を重視する価佳観を右している

点である。 2つ目は、中国の他の民族と比べて自民族の言語を維持している民族集団であると

いう点であるG 延辺以外の朝鮮族のなかには朝鮮語を話せない人々も存在するが、少なくとも
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延辺では朝鮮族同士での意思諌通には主に朝鮮語が用いられている。特徴の 3つ目は、自身を

中国人であるということを認めながらも朝鮮族としての長族的アイデンティティも強固に維持

しているという点である。しかし、近年、特に1990年代中頃以降、朝鮮族は大幅な社会変動を

経験しており、こうした特徴が今後とも維持されるとは誤らない状態にある。朝鮮族児童生徒

の減少によっ、特に農村部の朝鮮族学校の嘉校が進み、中国という巨大な国家のなかで民族教

育も試練を迎えているのである。

本論文では、大きな岐路に立たされた朝鮮族教育の拠点、である朝鮮族学校に注目し、教員問

題、児童生徒の民族性や民族言語の維持、カワキュラム改革などの面から問題点の詳掘を考察

した。そして、朝鮮族が民族教育の「危機」を乗り越えていくためには大韓民国(以下、韓国)

との交流関係が鍵を握っているということから、韓国(人)と朝鮮族との交流関係や相互認

識・相互接触状況に注Eした。国家を越えた朝鮮民族のトランスナショナノレな関慌を構築する

ことで、中国内のー少数民族による民族教育という眼界を乗り越えることができるのではない

かと思われるのである。

本論文では主に次の 2つの点、を明らかにしようと試みた。

まず、 1つ目に文化大革命時期などに少数民族文化が否定されたこともあったものの、基本

的には中田は少数民族優遇政策、いわゆる多文化主義的な政策を採っているにも関わらず、表

面上は朝鮮族が自らマジョワティである葉族の文化を積極的に身に着けようとしているが、こ

のような多民族社会における少数民族の教育や文化の維持の複雑性を解明する。 2つ日に朝鮮

族は中国の少数民族であるととも ζ 百本やロシア、そして韓国、北朝鮮など、国境を越えて居

住する「跨境民族」であるということに注目し、韓国との関係から民族牲の展開過程を明らか

にする。彼らは民族として詰朝鮮、国家としては中国に帰属意識を有しているとされるが、朝

鮮民族としてのアイデンティティを維持しているということは、中匡入としての意識も維持し

ながら韓国に対しても特別な惑靖があると思われる。それが朝鮮族のこれからに何らかの影響

を与えていると仮定される。これについて韓国との関係を含めて考察することは、朝鮮族の未

来の婦濡意識とも関連する重大な課題であると考えられる。

朝鮮族に関する研究は、日本でも特に中国からやって来た朝鮮族によるものを中心に近年増

加しつつあるが、教育に焦点を置いた研究は限られている。教育学を専門とするものによる朝

鮮族教育研究は、小JlI佳万「社会主義中国における少数員族教育_r民族平等」理念の震関

-dl (東信堂、 2001年〉が代表的であるが、朝鮮族研究自体は主に中国や韓国で多数行われてい

る。中国の講究の特徴として、現政権に対する真っ向からの批判を行いにくいことなどを挙げ

ることができる。一方、韓国における朝鮮族研究はフィールドワークに基づいた実証的研究が

多くなされてきているが、ナショナリティとエスニシティの区別が暖味であるために、朝鮮族
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を γ中国AJとしてみる観点が若干弱いという点辻否めない。つまり「司抱」としての規角か

ら朝鮮族を認識している研究が多い。

そんななか、本論文で朝鮮族教育を論じる意義として、①朝鮮族学校iこ通う生徒や教員に対

して空間紙調査を実施することで、先行研究だけでは捉えきれない問題点を把握することがで

きるということ、②朝鮮族と韓届人とのトランスナショナルな関穏に注目することで、中冒一

国内での少数民族教育としての朝鮮族教育の限界を克援しようとしたことをどを挙げることが

できる。本論文は教育学のなかでも比較教育学領域に合類される研究であり、実擦に研究を進

めて行くにあたっては、比較教育学的視点を意識した。

研究方法としては、先行研究や各種統計を参照しながち朝鮮主主教育の現状と問題点を明らか

にする c そして、朝鮮族学校の克童生徒・学生や教員に対する費関紙調査の結果から朝鮮族児

童生徒の民族性の項況、そして朝鮮族と韓国人の相互認識をどについて分析していく。

第 I章 中国の朝鮮族の状況

本章では朝鮮族の中国への入植以後から現代に至るまでの民族教育史を概観すると共に、中

国の少数民族政策の現況について考察することで、次章以降で朝鮮装教育の現状について考察

する際の視点を提供したc

朝鮮族の中国への入植史についてほ諸説あるものの、現在の朝鮮族の多くは、 1860年代にあ

った朝鮮半島北部の銑霞によって大量に中国に流れてきた人々を起源とするとされる。朝鮮族

は移住後、しばらくしてから自分たちの力で書堂といわれる教育機関を設立していく。これは

朝鮮族が伝統的に教育を重境してきたことの証であり、近花教育を受容するための基盤がすで

に移住初期よワ整っていたことを意味する。その後、書堂から近代教育を行う学校が設立され

ていく。朝鮮族が中国に大量に入植し;まじめた19世紀後半から1945年までの間、中国東北部は

日本の勢力下に入っている期間が長かったが、それに反対する調争には朝鮮族と漢族が共に参

加したという歴史もあっ、新中国建国〈中華人民共和国の建国のこと。以下同じ。)にあたり中国

東北部の「解放」に輯鮮族が果たした役割辻大きなものがあった。こうした朝鮮族の「貢献」

は、建国後の朝鮮族の地位を確立していくのに大きな影響を与えたといわれる。例えば、延辺

朝鮮族自治安卜I(創設時辻自治区)の設置などは朝鮮族の「貢献」による結果ともいわれる。

百本の敗戦前に朝鮮族たちによって設立された学校法、新中国建冨後には公立に移管され中

国の国民教育の一部を構或するに至るが、中国の民族政策により朝鮮族学校では自民族の言語

によって授業することや、一乏の条件の下で民族の実'情にあった教育内容を採用することも認

められた。 1960年代から1970年代にかけて吹き荒れた整風運動や、文化大革命といった少数民

族弾圧の時期を挟みながらも、原則的に辻少数民族優遇政策が継続してきている。ただ、各種



134 

j去斧で少数民族擾遇が保障され、廷辺のような民族自治地域が設けられていても、現実には民

族自治が形式的なものであったり、民族自治地域で漢族が多数を占めていたりする関係で、少

数民族擾遇とiましミい切れない現実も存在する。また、地方政府レベルで少数民族政策に反した

措置が行われでも罰則が明確に規定されていないなど、少数民族政策に躍らず、中国では法律

の文面通与に政策が実施されないという項象が存在している。

これらのことから、以下のことを指摘することができる。まず、朝鮮族にとって、手くかち

学校教育が普及し、民主主学校が充実してきたのは中国の少数民族優遇政策だけによるものでは

なく、中国入埴以来の朝鮮族たちによる学校普及の努力の積み重ねがあってこそのもので為る

ということである。そして、いまひとつは中国の民族政策は基本的には少数民族の優遇が掲げ

られているが、 j去葬文や制度を観察していただけで、は民族教育の実際上の問題点を把握するこ

と辻困難であるといつことである。そこで朝鮮族教育研究を行うにるたり、現地調査が不可欠

になってくるのである。

第 2章 朝鮮族学校の現状と問題点 1990年代後半から現代にかけて一

本章では、主に1990年代以降の朝鮮族が直面している危機について、先行研究や各種統計類

を通じて考察した。

多くの先行謂究でいわれているように中国の改革開放政策以来、朝鮮族社会全体の人口移動

が発生し、朝鮮族のエスニシティを維持するための拠点ともいえた農村共同体が崩壊し、人々

泣農村から都市へ、廷辺から毘内沿岸部の主要都市へ、さらには韓国へ向かうようになった0

1980年代より延辺の農村人口割合は50兇を割り込んでおり、延辺の産業別人口割合も若干の変

化;まあるものの、第三次産業従事者の比率が過去40年の間に約2.5f去に増大していることから

延辺での社会構造の変化を知ることができる。その結果、農村部の朝鮮族学校が児童生徒数不

足で円を閉ざすようになり、朝鮮族学校へ通いたくても通えない輯鮮族の子どもが出てくるよ

うになった。一方で都市部の朝鮮族学校へ通う克童生徒もいったんは増加したものの、朝鮮装

の出生率自体が笹下して児童生徒の絶対数が減少していることに加えて、漢族学校への進学を

希望する朝鮮族克童生徒(その親〉が増加しており、朝鮮族学校の教育の「糞」を維持するの

が函難になっている。漢族学校へ通う朝鮮族克童生徒の理由は、漢語をより学ぶためというこ

とが多く、廷吉市内のある漢族小学校では全児童の 3分の 1が朝鮮族によって占められるまで

に至っている。こうしたことから、いわゆる「優秀な」克童生徒が漢族学校ζ仔くことによっ

て、以前は朝鮮族学校のほうが漢族学校ょっも上級学校への進学語で Lf憂佳註」を持っていた

のが、現在ではこうした「優位性」を示せなくなっているのである。

さらに、韓国への出稼ぎが朝鮮族社会ではブームになっており、出穣ぎの成功一いわゆる
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「コリアンドリームj ーを求めて子どもを置いたまま家を留守にする親が増加している。これ

は離婚率の上昇と共に、子どもの家庭環境に影響を与えてお号、朝鮮族の家庭での教育機能の

抵下や、学校の負担増加なども憂慮されている。

これらの現象は朝鮮族学校の「危機」を象徴しているが、朝鮮族の民族性を保持・発展させ

るのに作用してきた朝鮮族学校では、朝鮮語文科Eが全体力リキュラムの中で占める割合誌抵

下しており、民族の歴史や文化を学ぶ科目もほとんどない。カリキュラム面では漢族学校との

差異がほとんど存在しておらず、児童生徒数の減少といった学校の外面的現象の変化が訪れる

以前から民族学校としてどこまで機能していたのかという問題も関われる必要がある。

こうした問題に対し、朝鮮族学校や行政の側では朝鮮族学校の進学率を上昇させることや民

族文化教育の強化、そして漢語を重設した二言語教育改革などの必要性が主張されている。し

かし朝鮮族の民族文化を活かした教育と、漢語を重課した教育の両立は実現可能なのかとい

った疑問が出てくるだろう G 漢語を身につけて漢族がマジョ 1)ティである中国社会に適応して

いくことも実現させていくと共に、朝鮮民族の文化を学習することの価値も克童生徒に見いだ

せるような措置が必要になってきている。これを考えるにあたり、重要な要素として出てくる

のが韓国との関係であるが、これは第 8章、第 7章で詳しく触れている。いずれにしても、ス

ローガンに止まらない民族教育改革が必要とされている。

第 3章朝鮮族学校教員の教育観

本章で、は学校教育の根幹を担っている教員に注目した。中島太部iま「教育全体の在り方は、

結局、教師の在9方によって決定されると一般にいわれているj とし、学校教育を近弐化する

ためには教職への考え方を近代化すべきとしているように、教育全般に占める教員の影響は計

り知れない。朝鮮族学校で問題とされている退職教員の増加の京国を個々の教員のやる気や熱

意といったものに帰するのは適切で、はなく、教員を取ワ巻く状況を考察するのみならず、教員

の教育観を探ることによって教員の社会的地在や、教員からみた民装教育の現状を明らかにす

る必要がある。

朝鮮族学校の教員の現状としては中国全体の平均よりも退職率が高しそのため年齢構成も

若年層に偏ってお札教員の「資質」が問題にされることが多い。これ辻朝詳族社会を寂り巻

く変動と深い関わりがある。退職者の増加ほ教員の給与詩遇の低さや、朝鮮挟学校の将来性の

なさから来るものが大きい。退職者達は社会上昇を求めてより待遇のよい職業へ転職したり、

出稼ぎに行ったりしている。その結果、朝鮮族小学校の教員養成を行う延辺大学師範分誌を卒

業しても教職に就かないものが増加しており、教識の人気のなさが露出している。このことは、

教員養成課程を卒業していなくとも所定の学墜を満たせ立教員にをれるということと関探して、
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教員の了資質」が問われる要因となっている。

しかし、教育の特性から鑑みて、教員の「資質J が学書者へどのように影響しているかを明

確に定義するの辻困難である。そこで、単に教員の「資質」を教員問題の核心とするので誌な

く、朝鮮族学校の教員に対し教職観や教育観に関する賞関紙調査を実施し、教員の倒からみた

朝鮮族学校における教員問題を掘り下げた。

その結果、以下のことが判明した。まず、教員の社会的地位が低いことの要因として、給与

{呆障がなされていないことが存在するということである。給与のための予算が確保されていた

としても、それが教員の子に渡る前の段階で他の予算に襲われるなど、中国「特有」の問題が

存在していることについては現地の朝鮮族教育研究者によって援しく批判されているところで

ある。教員の道徳品性や使命感は高いのであるから、これらを補強するために教員の社会的地

f立の向上のための擁策は重視されるべきである。 2つ自は民族教育の概念が明確にされていな

い現状において、民族教育として重視されている点を見いだしにくし教員にとっての畏族教

育の概念が拡散してきているということである。若い教員沼ど、民族教育として重視されるも

のとして朝鮮語といった具体的なものよワも、生徒の民族性を吾覚めさせることを選んでいる

ことからして、今後民族教育のなかで朝鮮語力が重設されなくなっていく可能性がある。そし

て、 3つ目は、民族教育を実践するための社会的環境の弱化から、教員にとっても民族教育を

第一義的なものとして捉えにくくなってきていることが有明した。

教員問題の根本には教員の使命感や聖職観の低さを指摘する声が存在するが、質問紙調査の

結果、教員の使命感の低さは見当たちず、むしろ使命感や聖職観辻教員達に強く認識されてお

り、教職の社会的地位の低さや給与待通といった問題の改善を望む声が目立った。教員問題を

個々の教員自身に帰するものとする考え方は、教職が社会fヒされた職業であるということを考

慮しない見方であっ、社会の側が教職に対する認識を改める必要がある。そのためには教員持

遇の改善は必須であるが、それと共に少数民族学校で勤務する教員の資質を高めるために、多

文化教育や異文住問教育に対する知識を持たせることをはじめとして、教員の専門性を語養し

ていくことが重要であると思われる。

第 4章朝鮮族生徒の民族性と民族言語の維持の関係

本章では1997年にき林省の害者5・長春市と廷辺の朝鮮族中学の生徒を対象に実施した質問紙

調査の結果の考察を通して、朝鮮族学校に通っている朝鮮族生徒が言語や民族性への志向度・

維持度において、朝鮮族のものと漢族のもののいずれを志向しているのかを分析し、言語と民

族文化の維持の関連性などについて探った。その際、延辺のような朝鮮族の「集住地区J と、

長春のように漢族が圧倒的多数の中で暮らす朝鮮族の「散住地区」とを比較することで、朝鮮
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調査結果の分析を通して、以下の 3つのことが明らかになった。 1つは、会話力は設住地区

では漢語化が進行しているが、守売むJ 力や「書く」力については散住地亙の生徒は集住地区

の生徒なみに維持しているということである。文字言語は特に学校教育で習得される部分であ

ることから、この結果は設住地区の朝鮮族でも朝鮮装学校に通うことで朝鮮語を維持していく

ことが可能で為ることを不している。 2つ目としては、集金地区といえどもテレビを通じて漢

語媒体が家庭にも自常的に浸透しているということである。このことが朝鮮族の二言語習得を

促進するものなのか、それとも朝鮮語から漢語への言語交代を犯進させるものなのかは即断で

きず、今後とも注目していく必要がある。 3つ巨は、民族文化や民族的価値意識の維持の状況

は、散住地区が集住地区よりも低いと iまいえないことである。たとえば、自分用のチョゴワ

(朝鮮民族の民族衣装)の所持の割合や朝鮮料理への志向度は、延辺よりも長春の生徒のほうが

高いという結果もみられたので、ある。ただし、本調査の対象は朝鮮族学校に通っている児童生

徒であるという点に留意する必要がある。その意味で、この結果は朝鮮族が民族言語を理解で

きなくなっても民族文化を維持していくことができるということを担保するものではない。

これらの結果から、朝鮮族が民按注や民族言語を維持するのは、朝鮮族学校で同じ少数民族

同士が集まって生活を送るという、朝鮮薬学校の潜在的機能にもよるところがあるのではない

かと控測される。その意味で、設住地区でも朝鮮族学校をいかに充実していくかが重要で、ある

と考えられる c

第 5章 朝鮮族教育の教育改革一二言語教育改革を中心に一

本章では漢語を強化した、朝鮮族学校での二言語教育改革の現状と問題点を考察する。第2

章でみたように、朝鮮族学校辻近年、漢旋学校へ進学するものの増加によって児童生徒数を減

らしている。それ誌漢語をより学びたいという朝詳族のニーズを反映したものである。そして、

かつて辻上級学校への進学率辻朝鮮族学校に通っている子どものほうが高しこのことは朝鮮

族学校の社会的地位を維持する要因となってきたので、あるが、漢族学校への進学希望者の増加

はこうした構図にも変化をもたらしている。朝鮮族学校はいわゆる「地盤沈下J を起こしてい

るのである。しかし、児童生徒数の減少誌朝鮮族学校だけの現象ではない。漢族学校でも減少

率の違いはあれ、児童生徒が減少しているのであり、廷辺では朝鮮族学校と漢族学校が児童生

徒数の獲得という面で競争関係にある。

朝鮮族といえども中田で社会的成功を収めようとすれば漢語能力は必須である。中国の少数

民族学校での二言語教育の形態、辻、少数民族言語を中心とするもの、漢語を中心とするもの、

両言語を半分ずつ用いるもの等が存在するが、朝鮮族学校〈特に延辺)では漢語科目以外は輯
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鮮語を教授言語として採用している。そのため、朝鮮族学校に通うと朝鮮語力向上にとっては

プラスであるものの、葉語能力を身につけるためには不刊で、ある。そこで、延辺では朝鮮族教

育条例などを改正して、一部の教科は漢語で教えるなど、朝鮮語と漢語を同程度の割合で教授

言語として採用する形の二言語教育改革が進められるようになった。また、漢語教育科Eであ

る「漢語文J を f漢語」という科巨名に改め、総合的な漢語能力向上のために漢語教科書の改

訂なども行われている。 F廷辺日報』などの報道によれば、こうした改革は一定の成果を収め

ているという。ただ、朝鮮族学校で漢語を用いた教育を行っていくためには教員の漢語での指

導力が必要不可欠であ号、当面はこれが課題となって来るであろう。また、たとえ朝鮮族学校

で漢語と朝鮮語を同程変黒いたこ言語教育を行うにしても、漢族学校ょっも負担が増加するわ

けであ号、こうした言語学習の負担を避けようとする親がいることも報告されている。

近年辻韓国との関需が活性化したこともあ 1 朝鮮語〈韓国で黒いられる、いわゆる F韓国

語J であるが)に関心を持つ漢族が増加しており、延辺の葉族学校の中でも朝鮮語を教えると

ころが出てきた。朝鮮族の保護者のなかには朝鮮語も一定程度の能力を維持できると共に漢語

をよく学ぶことができる、こうした漢族学校へ関心を示すものもあり、朝詳族教膏関係者に脅

威を♀えている。

朝鮮族学校で漢語を重視した二言語教育改革が行われつつあるが、こうした改革はそもそも

民族学校と辻何かという、民主主学校の存在意義が関われることになりかねない。そこで2001年

に朝鮮族学校教員に対して行った質問紙調査の一部を用いて、教員からみた朝鮮族学校での教

育実践上の問題点や見童生徒の現状を探った。その結果、教育投資の増加の必要性が高く認識

されていること、そして民族学校をとりまく問題については地方と都市の間で教員の認識に差

異がみられ、地方の朝鮮族学校の学校運営の厳しさを知ることができた。また、生詫の朝鮮語

力については「書く」ことが最も苦手である一方、守舌す」ことが得意で三うるという認識を教

員が持っていることもわかった。

これらのことから、以下のことが判明した。 1つ目は、朝鮮族学校での二言語教育改革によ

って朝鮮族学校と漢族学校との児童生徒獲得競争がより一嘉激しくなるというということであ

る。このような麓争のなかで、漢語と朝鮮語の二言語の習得を求められる克童生徒の負担の大

きさというものにも記慮していく必要がある。 2つ昌は、朝鮮族た、けが漢語を学び¥延辺に居

生する漢族が朝鮮語を学ばないという形での多文化主義や文化多元主義は、朝鮮族学校で漢語

を導入することを正当化するだけのものにすぎなくなるということである。マジョワティであ

る漢族の変容を抜きにした実践には問題が残る。 3つ百辻、混じ朝鮮族学校といえども都市と

地方との間には歴然とした差が存在しておワ、そんな中での二言語教青改革の実施誌、地域関

格差を拡大することになるということである。競争漂理のみζ よらない教青政策が必要である。
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こうした問題点を内包しながらの二言語教育改革であるが、朝鮮族学校の存在意義を示しな

がら漢語も重視していくという、ある意味非常に難しい状況に朝鮮族学校はたたされている。

第 6章朝鮮族と韓国人との文化比較

これまでの考察でわかってきたことは、朝鮮族学校を取り巻く問題点を教育行政の措置によ

って解決させること誌もはや困難だということでみる。中国共産党(中国政府)がいくら少数

民族の擾先を唱え、少数民族の言語・文化の発展の機会を保障したとしても、少数民族が漢族

と平等に中国社会で社会的資諌に接近しようとすれば、漢語を獲得することが不可欠である。

このことは、中国という枠組みのなかで朝鮮族教育をみていたので、は限界があることを示して

いる。

朝鮮語や朝鮮文化は中自内ではマイナーな存在ではあっても、世界的にみて朝鮮文化圏の影

響力は決して小さなものではない。特に、朝鮮族にとって先祖の出身地域に存在する国家で為

る韓国の存在は、朝鮮族の活動範囲を広げ、中韓関保の深化は中国における朝鮮語や朝鮮文化

の占める地位の向上iこ貢献している。韓国をはじめとした世界に居住する朝鮮民族との関係を

構築していくなかで、朝鮮族の民族f生を維持・発展させていくことができるとの考えは、許明

哲などによって唱えられている「朝鮮民族ネットワークj 概念や、韓国で主張される F韓民族

共同体」の理念などでも垣間みることができるし、韓国との関係が朝鮮族の今後に影響を与え

るであろうこと辻、これまで日本における朝鮮族研究でも指擁されてきたことであ号、その意

味で辻決して目新しいことではないが、朝鮮族と韓国人が今後どのような関係を構築していく

べきなのかについては不明な点も多い。また、民族共同体といいながらも、民一民族とされる

朝鮮族と韓国人は長年社会体制の異なる国家で居住してきてお仏両者の間にほ一定の差異が

存在していると思われる。そこで、本章では、世界に散らばる朝鮮民族のなかでの朝鮮族の位

墨付けを確認すると共に、ディアスポラ理論やトランスナショナル理論について概観した。そ

して、 2002年に実施した朝鮮族と韓国人の中学生を対象とした震関紙調査の結果の一部を用い

て、詞者の共通点と差異点について探った。

ディアスポラ概念はユダヤ入のように「起源の土地」から離散させられた人々だけではをし

コーエン (RobinCohen)の定義のように岳発的に移住した人々をも合めるようになってきて

いる。朝鮮捺をディアスポラのー形態と考えてみるならば、空間的にも認議的にも既存の国家

を越えて海外に居住する朝鮮民族同士の関係を持ちながらも、現在の居住国への嬉属意識も維

持することができる民族集団と促えられる。まさにトランスナショナノレな民族共用体を維持で

きる可括性があり、朝鮮族は将来的に漢族に「同イししていくものとは決していえないのであ

る。韓国外交通商部の統計によれば、 2005年 1丹1日現在、世界中には約663万人の在外朝鮮
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民旗が存在しており、民族を轄とした捉え方によって、中国のー少数民族という在置付けと辻

異なる観点から朝鮮族を考察することが可能となる。特に韓国人との関係が朝鮮族に与える影

響は注目されてよい。

また、中国国籍が朝鮮族に付与された歴史や、韓国政府が「在外向抱の出入国と法的地往に

関する法葬J (通称、在外国胞法)を去布して外国籍を有する「在外国胞」に対し他の外国人と

は異なる待遇をしていることからして、朝鮮族と韓国人との実擦の間保についても、単なる外

国入同士の関係とはいいがたい。このようなことを鑑みながら、上述した朝鮮族と韓昌人の簡

の関係についての質問紙調査を実施した結果、以下のことが明らかになった。

まず、朝鮮族と韓国人は着るものや食べることといった、衣食の部分で差異をみせているこ

とを指誌できる。 2点目は、朝鮮民族の親族関穏について誌韓国人のほうが高震に維持してい

るのに対仏儒教道諺といった伝統的価値意識については朝鮮族の江うが強く維持しているこ

とが挙げられる。このことは F朝鮮半島=朝鮮文化の中心地」を自明のものとする観点の再考

を迫るものといえる。そして 3点目は、学歴取得志向についてたずねた結果から、朝鮮族と同

様に朝鮮族にとっても学校教膏は社会上昇のための手段でもあるということである。

結果として、同一民族といおれる朝鮮族と韓国人の閉には民族文化の維持形式には共通点も

多々みられるものの、一定の差異が認められたわけであるが朝鮮民族によって形成されている

韓国に居住する韓国人よ号も、少数民族として中国に暮らしている朝鮮族の江うが缶統文化を

維持している面があることも明らかになった。その意味で、朝鮮族と韓国人は一方的な交流関

係ではなく、相互交流関係を構築することで互いに足りない部分を補い合える関信に進展させ

ることが可能で、はないかと予想される。

第 7章朝鮮族と韓国人の交流からみた朝鮮族教育の新たな展開の可詑性

本章では第 6章を受けて、朝鮮族と韓国人の相互認識状況を考察することで、朝鮮族と韓国

人が桔互に影響しあい、韓国・中国といった既存の国家の枠組みを越えた関係を構築していく

可能性について探ることとした。

許暁哲によれば、朝鮮族にとっての韓国認識辻1988年のソウルオリンピック前までは非常に

好意的なものであ号、ソウル才 1)ンゼック後から1992年頃にかけては、韓国は成功をもたらし

てくれる地との認識になっていったというが、自交樹立後に交流が増えるに従って韓国人に対

して不信を抱くようになったという。国交樹立以後から韓国に出様ぎに来る朝鮮族は増加し始

め、 2003年には15万人前後の朝鮮族が韓国に在留しているといわれている。この数は朝鮮族全

体の12人から13人に 1人に相当している。韓国在留者の多くはいわゆる r3 KJに従事する不

法就労者でる仏このこと辻朝鮮族にとっても韓国人にとっても相手に対する認識に影響を与
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えている。反面、韓国人が国内・、海外含めて朝鮮族に接する機会は、朝鮮族が韓国人に接する

機会に比較してきわめて誤られている。教育・文北交流としては、廷辺などにある朝鮮族学校

と韓国の学校との姉妹締結や、留学生の相互派遣、生徒ー教員の訪問などが行われているほか、

韓国の市民団体によって、朝鮮族学校への国書支護や奨学金授与などといったことが実施され

ている。特に、韓国から大量の朝鮮語圏書が朝鮮義社会に入ってくることは、子どもたちへの

民族教青の啓発になる c のみならず、朝鮮語の出版物の発行が難しくなっている状況のなかで

漢語で辻得られない情報を韓国の書籍から入手できるということは、朝鮮族社会の相対的地位

の向上の助けに去ることが考えられる。また、学荷的な分野では、朝鮮族をキーワードにした

韓国にお汁る定期刊行物、学位論文の過去約20年間の数の変遷を考察したところ、 1990年代中

頃以降、 10年間のうちに倍増していることが判明した。

これらのような両者の関鎮の状況や先行研究などから、以下のような仮説を設定し、朝鮮族

と韓国人の大学生に対し、相互交流・相互認識に関する質問紙読査を実施した。その仮説とは、

①朝鮮族が韓国や韓昌人に接する機会辻韓国人が朝鮮族や朝鮮族社会に接する機会に比べて多

いため、朝鮮族は韓国の社会、文北に対して関心を持っている反面、韓国人は朝鮮族に対し関

心自体抵い、②相手に対してよい認識を持ち、関心が高いもの誌ど、民族意識が高いという2

立である。

そして調査結果から以下のことが明らかになった。まず、朝鮮族は韓国人に接する機会が比

較的多いのに対し、韓国人は朝鮮族に接する機会が限定されているということである。 2つ自

は、朝鮮族は韓国人への印象や関心が高いのに比べ、韓冨入は朝鮮族への印象や関心は偉くは

ないものの、判翫が付かないという田答が目立ったということである。また、朝鮮族の韓国に

対する関心や韓国人の朝鮮族に対する関心は、 f患の冨の人々と比べて特Eぜなものではなかった

ということから、詞者とも比較的「冷静」に相手をみているということもいえようが、これは

関心の怒さを象徴するものと;まいえない。そして、 3つ目は、桓子園への親族の渡航経験や栢

子国に居生する友人の有無;土、相手への印象・関心に影響を与えていない反面、相手に対して

関心を持ち、相手社会に好惑を持つ朝鮮族は自民族を象散するものに関心が高く、民族的於持

心が強いということである。これは韓国人の朝鮮族に対する認識の場合もはぽ同様でるった G

このことかち、仮説号は支持されないが、{反説号については支持されるということがわかった。

中国における朝鮮接教育を維持していくためには韓国をはじめとする、国境を越えて居住す

る朝鮮民族との関銭を構築していくことが有効に作用すると思われ、こうした関係は韓国人の

倒にとっても有効ζ作用する可設住があり、今後朝鮮族と韓国人が「対等」な形での桔互交流

を進めていくための方策を探求していく必要があるだろう。
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終章

終章では、これまでの各章のまとめを述べた後、全体を通じての朝鮮族教育の問題点をまと

めた。

まず、中国辻少数民族優遇政策を実施し、民族学校では民族語による教育を認めていながら、

子どもを自民族の学校に通わせずに「進んで」漢族学校に通わせる朝鮮族の存在が多く見られ

ることが挙げられる。朝鮮族の親が子どもを漢族学校に通わせるか、朝鮮族学校に通わせるか

は様々な社会的要因が絡み合った結果の判新によるものであり、単純に橿入の判断に操される

ものではない。現状で辻中盟国内での朝鮮語や朝鮮文化の社会的地位が摂定されていることか

ら、社会上昇を望むにはホスト社会の言語を身につけることが非常に重要であるという社会的

現実が介在している。これは多文化教育の論争の一つになっているように、少数民族を尊重し

た教育を行うためには民族の伝統的な生活習慣を保障することが重視されるべきなのか、それ

とも支配集団が統制する社会諸制度へ接近するための学力を保障することが重視されるべきな

のかといった問題とも関連する。朝鮮民族の言語や文イとを長族学校で教えることを認めるだけ

では朝鮮族にとって、漢族と平等な立場に立てたと;まいえないのである。その意味で、「韓国

の要因」は朝鮮族教青のこれからに大きな影響を与えることになると思われる。これが本論文

で朝鮮族と韓国とのトランスナショナルな関係に着目した所以である。

2つ呂i土、朝鮮族学校といえども民族教育の概念が明確でなく、カリキュラムの相当部分は

漢族学校とほとんど変わることがないということが挙げられる。これは 1つ自の問題点とも関

連しているが、民族教育iこ対する概念が明確に定義されていない限り、民族教育と国民教育の

概念の差が暖味にならざるを得ない。このようななかで朝鮮族学校の特牲を活かそうとすれば、

朝鮮語を用いた教育や朝鮮語教育以外に、朝鮮族教員が同じ民族の子どもを教育しているとい

うことや、同じ民族が一つの場所に集って教育を受けるという意味での港在的カリキュラムに

期待するしかないことになる。

こうした問題点を克服する子がかりとして、多文化教育、そして朝鮮民族のトランスナショ

ナルな関係の講築の有効性を挙げることができる。多文化教育は、多文化主義に基づいた教育

であり、多民族社会で暮らす民族的マイノリティなどが平等な教育機会を寄られるように配車、

された教育のことであるとされるが、国や社会によってその影態は様々である。中国i立公式に

は多文化教育という文言を長用していないが、形式的にみて多文化教育的な少数民族政策を採

っているとみなすことが可誌である。多文化教育は全社会的に行われるものであ号、漢族学校

でも中国社会を構成する民族的・政治的マイノリティへの視座を取り入れることは国内の多民

族の相互理解や社会的安定のためには有効であるはずである c しかし、漢族は基本的に少数民
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族の言語や文化を学ばず、延辺の漢族学校でも朝鮮族理解の教育は行われていない。さらに、

現実性はともかくとして中国では多文化主義的政策を「子段」として導入している面があり、

少数民族の γ同イヒ」や統合が完了すれば F終了J するものとの立場は明確に否定されていない。

このような現実が中国の少数民挟教育政策を多文化教育に基づいた政策であると断言しにくく

している。また、多文化主義は一国のなかでの複数の文化の共存を前提としたものであ k 中

国社会で社会的資源に接近するためには漢族の言語、文化を身にっけなければならないという

誤界誌克撮することができない。そこで注目されるのが本文中でも侍度か述べてきたように、

韓国との関係、から朝鮮主主教育を見る視点である。

世界有数の経済大国となった韓国の影響力は中国全体からしても無視できない存在である。

朝鮮族が韓国から出版物を得たり、韓国で矢われてしまったような民族伝統文化を提侯したり

することをきっかけとして、朝鮮族と韓国入の相互交流が促進されていくことが可能で、ある。

それに加えて、朝鮮族の活動の範囲は中国国内から大きく広がると共に、社会的資源を得るた

めに漢旗の言語や文化を習脅することが不可欠で、あるという価値から自由になれる可能性があ

る。中国の少数民族教育の一類型であるとともに、朝鮮民族文化圏の畏族教育の一類型でもあ

るという朝鮮族教育の特徴を強調していくことで、漢語の絶対的有利という条件下での朝鮮族

教育の眼界を克撮する可能性が開けてくると考えられる。この視点は多文化主義の罷界を越え

るために重要な要素となるのではないかと思bれる。朝鮮民族文化醤や韓民族共同体といった

視点から朝鮮族を捉える視点は、既述のように本論文が初めて主張したことでiまないが、本論

文では朝鮮族と韓国人が互いに関心を持つことは、再者とも民族意識を育む上で有効に作用す

るということを明らかにした。

今後の朝鮮族教育の進む方向として、朝鮮族は完全に中国社会に「同化」していく可能性、

韓国の人々と民族アイデンティが一体往する可能性も考えられょっが、この二っとも異なる形、

すなわち漢族とも韓国入とも異なる朝鮮族集が構築され、中国との関葬、辻保ちながら、海外に

居住する韓国をはじめとした朝鮮民族共同体との関係も維持したなかで展開されるという道も

考えられる。筆者はこの道を支持したい。

朝鮮族教育研究における今後の課題としては、インタ三ューをはじめとした賞的調査を行い、

朝鮮族の現実をより深く掘り下げていくことが挙げられる。また、本論文で辻延辺を中心に朝

鮮族教育を考察したが、延辺以外の地域の状況についても考察していき、地域iこよる朝鮮族教

育の展開の違いについても謡査していくことが必要である。

注

(1) 中国自身は少数民族教育政策を実施するにあたり、「多文化教育」の文言を復用していないが、
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佐々木毅辻「多文イヒ教育という罵語は、社会の状態を指すものとしても、 E標、理念を示すもの

としても用いられる J (佐々木毅「オーストラワアにおける多文化主義の屡関と問題点」小林哲

匙ぺ工諒一公編「多文化教育の比較研究三九州大学出版会、 1997年、 p.155) としていることから、

ここでは中国の少数民族政策を「多文化主義的」でみるとした。

(2) 鶴鴫雪嶺 f中富朝鮮族の研究」関西大学出張部、 1997年、 pp.5-12参照。鶴鳴雪嶺は廷辺大学

の寺ト昌呈の主張と同じく、明末請初説を採用すべきとしている(司書、 pp.10-12参照)。

(3) 鶴鳴雪嶺は解放戦争(国共内戦〉と朝鮮戦争での中国への貢献により朝鮮族辻民族区域自治を

護詩できたとしている(向上書、 p.390参黒人

(4) 中島太郎「近代的教職観の成立とその法制上への影響」細谷恒夫編『教師の社会的地位」有斐

問、 1956年、 p.32

(5) 金チャンドク(召号弓)r散在地区朝鮮族小中学校教員集団の現況についての思考」朝鮮族教育

科研編集部 f朝鮮民族教育科学 2001年第2号、 2001年参照。この論文は散在地域の状況を述べた

ものであるが、朝鮮族教員の開題として延涯でも共通するものと思われる。

(6) 詳しくは、張襲華「中国における二言語教育とタ数民族の選択J Ii東京大学大学院教育学研究科

紀要」第41巻、 2002年参照。

(7) 朝鮮民族を主な構成員とする国家法韓国以外にも朝鮮民主主義人民共和冨(以下、北朝鮮)が

存在する。朝鮮族にとって中国と同じく社会主義体制をとる北朝鮮は、最も身近な国家でみった。

しかし、中韓菌交樹立以来、北朝鮮の経活困難とも関連して、朝鮮族にとって最も関採の深い国

家辻主朝鮮よりも韓国である。また、現実問題として北朝鮮に関する a情報は限られておっ、研究

対象とするのは困難で為る。従って、今回は朝鮮族の交流先として韓盟のみを考察の対象とした。

(8) 許明哲は、これまでの車勝手族社会のアイデンティティ雑持に関する問題は市場経、済体制への移

行によって生じた遊げることのできない問題であるので、政府の行政手段や掴人の主観的な意思

によってこれらの問題が解決されるのは困難であると指摘し、朝鮮民族ネットワークへの著目を

示唆している(許明哲『転換期の廷辺朝鮮族」遼寧民接出版社、 2003年、 pp.142-145参謂〉。

(9) 例えば、繁雄英 f中国朝鮮族の民族関係」アジア政経学会、 2000年、 p.268や、小}!I万佳『社

会主義中国における少数民族教育_r民族平等」理念の展開-dl 東信堂、 2001年。

閥 ロビン・コーエン (RobinCohen)著・騎井洋監訳・角谷多桂子訳 Fグローパル・ディアスポ

ラJ 日月五書宿、 2001年、 p.59参照0

(11) 韓国外交通語部在外国民移住諒「在外同胞現況五 2005年、 p.26参語。なお、この「在外同組」

の概念は政治的解釈によって変更可誌なものであり、人口数自体、援味なものである。

(12) 筆者は「伝統文化」といったものを必ずしも本質主義的に提えているわけではない。

(13) 許明哲「中国朝鮮族社会と韓国社会開の文化交流の現況及びその対策j 金強ー主筆ヂ中医朝鮮

族社会の文化優勢と発展戦略』延辺人民出版社、 2001年、 pp.455-必G参照。

制韓国国会図書館のサイト (http://www.nanet.go.kr)における所蔵文献検索システムを利用

して検索した結果による。

部，} r手段j としての多文化主義と「目的」としての多文北主義について辻、握毘孝道 f国際社会学

のパースペクティブ一越境する文化・回帰する文化 」東京大学出版会、 1996年、 pp.239-241参
宮召。

(1母 多文化教育、多文化主義の隈界を克服する概念としてディアスポラの可能性に注目した研究と

しては、戴エイカ F多文化主義とディアスポラ V oices from San Francisco -dl 明石書庄、

1999年などがある。


